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遺 跡 所 在 地 宮崎県宮崎市田野町宇黒草甲

市 町 村 コ ー ド 遺 跡 番 号 2006

調 査 期 間 本調査 :平成13(2001)年 4月 26日 ～平成14(2002)年 2月 4日

調 査 面 積 約18,000∬ (う ち調査終了部分約12,000だ )

調 査 原 因 農業関連

主 な 時 代 後期旧石器時代、縄文時代早期、前期、中期、後期、晩期、古代、中世

主  な 遺  構

縄文早期

縄文後期

集石遺構

竪穴住居、窪地遺構、中央配石

環状土坑群、環状掘立柱建物群

土器廃棄場、道路状遺構、埋甕

竪穴住居、掘立柱建物

掘立柱建物

竪穴状遺構

列状掘立柱建物群

ピット

古代

中世

主 な 遺 物

後期旧石器時代 :台形 (様)石器、ナイフ形石器、剥片尖頭器、細石核

縄文早期 :加栗山式、小牧 3A段階、押型文、桑ノ丸式、平棒式、塞ノ神式

縄文前期 :曽畑式、上水流Ⅲ類、深浦式、羽島下層式

縄文中期 :並木式、阿高式

縄文後・晩期 :宮之迫式、本野原式、出水式、市来式、丸尾式、納屋向式

阿高式、宿毛式、縁帯文土器、小池原上層式、鐘崎式

北久根山式、納曽式、中岳式、西平式、入佐式、黒川式

台付皿形土器、土器片錘、メンコ、大頭形土製品

石鏃、磨製石斧、打製石斧、石匙、磨石、石皿、切目石錘

玉斧、石棒、大珠、小玉、石棒、ノジュール

古代 :布痕土器、内黒土器、須恵器、土師器、緑釉陶器

中世 :洪武通宝

要 約

旧石器時代から中世に至る幅広い時期の遺物が出土 し、この地に繰 り返し人が訪れ、

生活を行った事が明らかとなった。中でも特筆すべきは、縄文時代中期後葉から後期後

葉にかけて形成された、膨大な遺構群である。径80～ 100mに 及ぶ土層の消失と、南東斜

面における土器廃棄を含む土層堆積は、人為的に整地を行った結果と考えられる。これ

は、東日本の拠点的集落に見られる「大土木工事」と同じ構造であり、西日本では初の

検出例となった。この土層消失部の中央付近には、大型の礫が円形に配された「中央配

石」があり、その周囲には、台付皿形土器等特殊遺物を多 く出土した竪穴状遺構が配され

ていた。更に削平ラインに沿って、掘立柱建物が環状に展開していた。掘立柱建物は、

調査区北側からも確認されたが、こちらは尾根に沿って列をなしていた。竪穴住居は、

主に削平部の外側に分布しており、軒数は113軒 と、西日本の縄文集落としては最大規模

である。これ以外にも、整地部より南北に伸びた道路状遺構や、九州としては最古クラ

スとなる埋奏など、縄文時代を特徴付ける遺構が集中した遺跡といえる。出土土器は、

土器廃棄場や遺物包含層をはじめとして膨大な量に及び、既存の土器編年の空白や矛盾

を埋める資料として注目される。一方、石器の出土も多かったが、磨石や磨製石斧は多

い反面、粂」片石器はごく僅かであり、組成は偏 りが見られる。
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